
第３４回 御幸公園梅香事業推進会議 

 

次 第 

 

日時 令和６年１１月２２日（金）  

 午後２時００分から      

会場 幸区役所４階第２会議室    
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ウ 令和６年度観梅会チラシデザインの作品選考について…… 資料４ 

エ 御幸公園施設整備について ………………………………… 資料５ 

オ 歴史・文化の伝承に関する取組について  ………………… 資料６ 

（３）その他 

 

３ 閉会 

 

 

参考資料：第３３回梅香事業推進会議摘録 



１　令和６年度（R6.10.31現在）

寄附者

個人 0 件 0 円

企業等 0 件 0 円

- - 16,181 円

- 0 件 16,181 円

２　累計額（参考）

年度 種別 寄附者

個人 35 件 1,838,000 円 20 件

企業等 14 件 1,150,000 円 14 件

募金 - - 28,364 円 -

小計 - 49 件 3,016,364 円 34 件

寄附 個人 12 件 423,001 円 5 件

企業等 3 件 168,000 円 3 件

募金 - - 30,564 円 -

小計 - 15 件 621,565 円 8 件

寄附 個人 16 件 1,010,005 円 12 件

企業等 0 件 0 円 0 件

募金 - - 7,233 円 -

小計 - 16 件 1,017,238 円 12 件

寄附 個人 6 件 220,000 円 3 件

企業等 1 件 50,000 円 1 件

募金 - - 26,621 円 -

小計 - 7 件 296,621 円 4 件

個人 5 件 750,000 円 5 件

企業等 1 件 100,000 円 1 件

募金 - - 14,666 円 -

小計 - 6 件 864,666 円 6 件

個人 0 件 0 円 件

企業等 0 件 0 円 件

募金 - - 3,363 円 -

小計 - 0 件 3,363 円 0 件

- 93 件 5,819,817 円 64 件

件数 金額 プレート申込

令和6年11月22日
御幸公園梅香事業推進会議

うめかおる寄附・募金の受付状況等について（報告）

種別 件数 金額

Ｈ29
～
H30

寄附

Ｒ01

Ｒ0２

寄附

募金

計

計

Ｒ03

Ｒ04

寄附

Ｒ05

寄附
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うめかおる写真展及び川柳コンクールについて 
幸区役所地域振興課 

 
１ 事業計画    
 （１）令和７年度うめかおる写真展               【実施計画１－（２）関係】 
   目的：梅の名所として復活をめざす梅香事業の取組を周知し、梅の良さの再認識や市民一人ひ

とりが持つ御幸公園の梅林のイメージを醸成させていくため、写真展を実施する。 
ア 作品募集期間      令和７年１月下旬から２月２６日（金）まで 

    イ 区長賞等の授与     令和７年３月下旬（予定）   
     （幸区長賞、幸観光協会会長賞、幸区文化協会会長賞など）  
    ウ 写真展開催期間 

幸区役所       令和７年４月１６日（水）～４月３０日（火）（予定） 
日吉出張所      令和７年５月７日（水）～５月２１日（水）（予定） 

    エ 受賞作品の活用 
      ・「２０２５年さいわいガイドマップ」に掲載等      
      
 （２）川柳コンクール                  【実施計画６－（１）、（２）関係】 
   目的：御幸公園の梅林を後世に伝えていくためには、様々な機会をとおして次世代を担う子ど

もたちの記憶に残る取組が必要であることから、学校教育と連携して、子どもたちに地

域と梅のことを知ってもらう機会として川柳コンクールを実施する。 
ア 対  象 幸区内の全市立小学校 

イ 募集期間 令和７年１月１０日（金）まで 

ウ テ ー マ 「梅」、「御幸公園」、「花」、「身近なみどり」 

エ 応募点数 １人１句 

オ 発  表 幸区役所展示コーナーにて展示 

令和７年２月３日（月）～２月１４日（金）（予定） 
カ 記 念 品 応募者全員に記念品を贈呈 

 
２ 令和７年度のスケジュール予定 
  R７                        R8 

 ４月 ５月 ６～１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 

 

写

真 

展 

 

          

 

川 

柳 

 

          

R７年度 

写真展 

受賞作品の活用（さいわいガイドマップ２０２５掲載など） 

募集要項の決定等 

内容の検討 

表

彰 

R８年度 

募集・選考 

募 集 展 示 

展 示 
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 令和６年度観梅会（梅まつり）の実施計画について 

１ 観梅会の実施計画検討   【実施計画１－（３）、６－（３）関係】 

 今年度も、2/15（⼟）に、地域の出演者による催し物を含めたプログラムを基本とした「⼀⽇イベント」を、
2/15（⼟）〜24（⽉）に、梅林の開放を⾏う「期間イベント」を計画する。「⼀⽇イベント」については、⾵
の影響や植樹式参加者・来場者の動線を考慮して、会場の配置等について精査する。 
【2/15︓⼀⽇イベント】 

① 開会式（開会宣言・チラシデザイン採用者・梅香ビールラベルデザイン採用者への感謝状等贈呈）…

実施で調整（ＤＫＣ・企画課） 

② 植樹式…実施で調整（ＤＫＣ） 

⇒ 昨年度は、三渓園からいただいた枝を接ぎ⽊した苗⽊を捕植する移植式を実施した。今年度は、梅

の植樹（鴛鴦
え ん お う

）を実施する。 

③ 梅観賞会…要検討（ＤＫＣ） 
  ⇒ これまで、⽇本梅の会会⻑である⼤坪先⽣をお呼びして梅についての解説を⾏ってきたが、昨年度は

参加者が各回１０人以下（２回実施）と少なかったこともあり、実施要否含め検討する。 

④ 学習発表…実施で調整（ＤＫＣ） 
 ⇒ ⽇ごろから総合科学⾼校ボランティア部に維持管理に係る協⼒をいただいていることから、その成果物

や取組内容を展示する等、実施に向けて調整する。なお、展示方法や場所、期間については、展示
品の管理や⾬⾵対策などを踏まえて検討する必要があるため、今後関係者と調整を進める。 

 ⇒ 幸⾼校普通科２年⽣の総合的な探求の時間で学習している地域課題研究「幸探求」において、１
チームがイベントの企画及び実施をテーマとして探求活動を進めているので、実施に向けて調整する。 

⑤ 演奏等（演舞、和太鼓、吹奏楽等）…実施で調整（企画課） 
⇒ 演奏等のプログラムは、来場者に地域の文化と伝統芸能を知ってもらう機会であるとともに、小向付近

の地域活動団体の発表の場であり、地域への愛着にも繋がることから、今年度も実施に向けて調整
する。なお、昨年度は舞台を園路上としたことで、⾼齢者等の移動に⽀障が出たため、天候の急変や
来場者動線に影響の少ないグランド内等での実施を引き続き検討する。 

⑥ 野点茶会…実施で調整（企画課） 
⇒ 昨年度は、会場を四阿からグランド側に移動し実施した。強⾵など天候不順の場合の対策や、安全

を確保した実施位置・方法について引き続き検討する。 

⑦ 梅の花を活用したレジン・・・実施で調整（ＤＫＣ・うめサポ） 
  ⇒ 区制 50 周年プロジェクトから考案された企画で、昨年度も多くの参加者があった。御幸公園の梅の

花を活⽤したレジン作りを通じて、⼦どもの梅に対する愛着の醸成につながることから、今年度も実施
に向けて調整する。 

⑧ 球場プレイパーク・・・実施で調整（企画課） 
⇒ 昨年度は、幸区盛り上げ隊が、野球場外野にて親⼦向けの遊びなどを⾏った。今年度も、昨年度と

同様に幸区盛り上げ隊による親⼦向けの遊びなどを企画・実施する。 

【 推 進 会 議 資 料 】 

ま ち づ く り 推 進 部 企 画 課  

資料３
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【2/15〜24︓期間イベント】 

⑨ クイズラリー・梅むすび…実施で調整（ＤＫＣ・うめサポ） 
⇒ これまでの観梅会でも⼀定の評価を得ていることから、今年度も実施に向けて調整する。 

⑩ 保護柵の一部開放…実施 
⇒ 梅を間近でゆっくりと観賞いただくことで、より愛着を持ってもらう取組であり、来場者から⼀定の評価を

得ていることから、今年度も実施する 
 検討を踏まえた今年度のプログラム案は以下のとおり。 

昨年度と同様に、会場内に梅にちなんだ和菓⼦の販売やキッチンカー等を誘致し、イベントを盛り上げる。
また、芝⽣広場や球場周辺のスペースにテーブルや椅⼦を配置し、飲食スペースを確保する。 

２ 観梅会の⽇程について 

 ★以下のとおりとする。（前回推進会議で了承済） 
期間イベント︓2 ⽉ 15 ⽇（⼟）〜2 ⽉ 24 ⽇（⽉）の 10 ⽇間 
１⽇イベント︓2 ⽉ 15 ⽇（⼟） 

⼀⽇イベント（今後調整） 期間中イベント 
①開会式 ⑥野点茶会 ⑨クイズラリー・梅むすび 
②植樹式 ⑦梅の花を活⽤したレジン ⑩保護柵の⼀部開放 
③梅鑑賞会 ⑧球場プレイパーク  
④学習発表   
⑤演奏等(和太鼓、吹奏楽、演舞)   

R7(2025)年２⽉

仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

建国記念の⽇

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

天皇誕生⽇ 振替⽇

友引 先負 仏滅 大安 赤口 友引

●幸⾼校︓卒業式●大倉山観梅会
●総合科学⾼校︓卒業式

123 24 25 26 27 28
●大倉山観梅会

2216 17 18 19 20 21
（危機管理担当）

●総合防災訓練 ★観梅会準備

159 10 11 12 13 14

●ハナミズキコンサート
●多文化フェスタさいわい

82 3 4 5 6 7

●こども会議
（幸市⺠館ほか）

126 27 28 29 30 31
⽇ ⽉ 火 水 木 ⾦ 土

期間イベント

期間イベント

★１日イベント

期間イベント



⑥野点茶会

①開会式

⑧球場プレイパーク

３ｍ

３ｍ

キッチンカー

P

P

車
吉田屋

喜久屋

⻫⽊商店

飲食等販売

③梅観賞会

緑化フェアブース

⑨クイズラリー・梅むすび

⑩保護柵の一部開放

飲食等販売

飲食
スペース

②植樹式

⑦レジン（２階）

花伊正

受付・
梅香ブース

飲
食 飲

食

飲
食

④学習発表

⑤演奏等

P

飲
食

飲食スペース

飲食等販売

〇〇〇〇 イベント

〇〇〇〇



令和６年度観梅会チラシデザインの作品選考について 

 

【実施計画６－（３）関係】 

 令和６年度の観梅会チラシデザインについては、例年と同様に、以下のとおり選考を

行います。  

 

○事前に川崎総合科学高等学校デザイン科から６作品を受領（別添参照） 

⇒ 委員による投票にて採用作品を決定 

 

○作品選考の手順について 

【推進会議前】 

事務局より６作品を委員宛て、事前に送付済 

【推進会議当日】 

（1）各委員が作品番号①～⑥のうち、最もふさわしいと思われる作品１点を選び、投

票 

（無記名投票） 

   ※会議を欠席された委員については、事前に投票する作品番号を確認済 

（2）得票数が一番多い作品を採用作品と決定。なお、得票数が一番多い作品が２作品

ある場合は、出席委員により、決選投票を行い、得票が多い１作品を採用作品と

決定。 

 

○その他 

・採用作品制作者には観梅会の中で感謝状・記念品を贈呈する予定 

・採用作品を用いて観梅会のチラシ等を今後、制作（文字情報等は適宜加筆修正） 

・令和７年１月中旬～２月上旬頃に近隣小中高校・町内会等にチラシを配布する予定 

資料４
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市制
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【ウメの生育状況について】

１０⽉１７⽇に梅林内のウメ約236本を、梅サポの皆さんと調査しました。

【調査項目と結果】
・病葉、アブラムシ、クビアカツヤカミキリの有無について調査し、異常は⾒られませんでした。

・枯れや葉がついていないウメも10本ほどありました。
・品種名を記したラミネートは、半数ほどがついていない。

令和6年度の御幸公園整備について
2024/11/22

幸区役所道路公園センター 公園整備担当

令和6年度の御幸公園施設（梅林）整備について、梅林内の施設の補修等、ウメの補植を⾏う予定です。

①梅林内の施設の補修【基本目標５ 梅林の保全 － 実施計画（２）梅の⽊の保全対策】

・ロープ柵など、破損が⾒られる施設の補修を⾏います。

②ウメの補植【基本目標３ 梅林の復活 － 実施計画（１）梅林の整備】

・公園内の圃場で育てている梅の苗⽊を梅林内に
植え替えます。

・「鴛鴦」という種類のウメを植えます。

①梅林内の施設の補修

②ウメの補植

公園内の圃場

梅林内 ロープ柵がついていない箇所

ウメ 「鴛鴦」

資料５



歴史・文化の伝承に関する取組について 

（生涯学習支援課） 
１ 歴史・文化の伝承に関する取組の経緯 

  平成２８年度から実施してきた「歴史講演会」は、江戸時代から順に近現代まで

の御幸地区の歴史をテーマとして５回計画で実施し、令和元年度に終了した。 
令和４年度は、「歴史講演会」のまとめの年として位置づけ、御幸公園の歴史に深

く関わる人物である「成島柳北」氏をテーマに取り上げ、幸区梅林に関わる歴史を

網羅した講演会を実施した。 
昨年度は、新たに『文化』の伝承に関する取組として梅にまつわる食文化を中心

に料理の実践を交えながら学ぶ講座を実施した。今年度は、文化の伝承に関する取

組みとして、華道の世界に広がる豊かな芸術文化を通して梅の花や木に親しむ講座

を実施する予定である。 
 

２ 令和６年度関連事業 

（１）文化講座 テーマ「梅の花を愉
たの

しむ ～梅を活けてみましょう～」 

梅の花にまつわるお話や講師によるデモンストレーション、生け花体験を通じ 
て梅の花や木などの自然に親しむ。観梅会の時期に合わせて実施することで、梅 
香事業全体への関心を高め、地域への愛着と誇りを育むきっかけとする。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）幸図書館関連図書コーナーの設置 

    幸図書館職員と連携し、講演会に合わせて関連図書コーナーを図書館内に設 
置する。設置期間は令和 6 年 12 月 17 日～令和 7 年 1 月 20 日までを予定。 

 

事業（案） 
日 時：令和 7 年 1 月 26 日(日) 10 時～12 時、14 時～16 時 (全 2 回) 

※内容は全て同一、実施時間に準備・片付けを含む 
場 所：幸市民館 実習室 
内 容：講師によるデモンストレーションと梅の花についてのお話。 
    生け花体験。 

(剣山に生花を挿す体験の後は、フラワーアレンジメントに 
して参加者にお持ち帰りいただく予定。） 

定 員：各回 10 名 
参加費：1,500 円 
講 師：幸区文化協会 華道部の講師 
広 報：幸市民館だより 12 月号（12 月 1 日発行）に募集記事を掲載予定。 

12 月上旬～中旬に関係機関等でチラシ配架開始予定。 
 募 集：幸市民館のホームページ、もしくはチラシに記載されている二次元 
     コードからフォームにて申込み。12 月中旬～1 月上旬頃募集予定。 

【定員を超えたら抽選】 

【イメージ】 

資料６
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